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(57) Abstract: Disclosed i s a display device provided with inversely tapered pannion walls and wherein a second electrode that
extends across a plurality of organic EL elements i s formed. The display device includes: a supporting substrate; partition walls
wmch define pre- set sections on the supporting substrate; and a plurality of organic EL elements provided in each of the sections
defined by the partition walls, with each organic EL element formed by laminating, in order ：from the supporting substrate side, a
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from the supporting substrate. The second electrode i s formed straddled across partition walls interposed between adjacent organic
EL elements and extends across the plurality of organic EL elements. The film tmckness of the second electrode i s thicker than the
interval, in the thickness direction of the supporting substrate, between the top surface of the partition walls and the interface be
tween the second electrode and the organic EL layer.
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本発明は、逆テ一パ形状の隔壁が備えられる表示装置において、複数の有機 E L 素子に亘つて連なる
第 2 電極が形成された表示装置を提供するを課題とするものである。支持基板と、この支持基板上にお
いて予め設定される区画を画成する隔壁と、隔壁によって画成される区画にそれぞれ設けられる複数の
有機 E L 素子であって、各有機 E L 素子は、第 1 電極、有機 E L 層、第 2 電極が、支持基板側からこの
順で積層されて構成される複数の有機 E L 素子とを含む表示装置であって、前記隔壁は、支持基板か ら
離間するに したがって幅広になるような形状を有 し、前記第 2 電極は、隣 り合 う有機 E L 素子の間に介
在する隔壁上にまたがって形成され、前記複数の有機 E L 素子に亘つて連なってお り、前記第 2 電極の
膜厚は、隔壁の頂面と前記第 2 電極および前記有機 E L 層の界面との、支持基板の厚み方向における間
隔よりも厚い、表示装置とする。



明 細 書

発明の名称 ：表示装置およびその製造方法

技術分野

[0001 ] 本発明は表示装置およびその製造方法に関する。

背景技術

[0002] 表示装置にはその構成や原理を異にする種々の装置がある。そのひとつと

して現在、画素の光源に有機エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス素子 （以下、有機 E

L 素子 という場合がある）を利用 した表示装置が実用化されつつある。

[0003] た とえばカラ一表示装置では画素の光源 として 3 種類の有機 E L 素子が支

持基板上に設けられる。すなわち （1 ) 赤色の光を出射する赤色有機 E L 素

子、 （2 ) 緑色の光を出射する緑色有機 E L 素子、 （3 ) 青色の光を出射す

る青色有機 E L 素子が、それぞれ支持基板上に設けられる。支持基板上には

通常、所定の区画を画成するための隔壁が設けられている。上記 3 種類の有

機 E L 素子は、上記隔壁によって画成される区画 （すなわち隔壁に囲まれた

領域）にそれぞれ整列 して配置されている。

[0004] 各有機 E L 素子は隔壁に囲まれた領域に第 1 電極、有機エ レク トロル ミネ

ッセ ンス層 （以下、有機 E L 層 という場合がある）および第 2 電極 を順次積

層することにより形成される。

[0005] 上述の有機 E L 層はたとえば塗布法によって形成することができる。図 5

を参照 して有機 E L 層の形成方法について説明する。図 5 A に示すように、

第 1 電極 1 6 および隔壁 1 3 がそのうえに形成された支持基板 1 2 において

、隔壁 1 3 に囲まれた領域 1 5 にインキ 1 7 を供給する。なおインキ 1 7 は

有機 E L 層 1 8 を形成するための材料 と、溶媒 とか らなる。供給されたイン

キ 1 7 は隔壁 1 3 に囲まれた領域 1 5 に収容される （図 5 B 参照）。そ して

インキ 1 7 の溶媒が蒸発することによって有機 E L 層 1 8 が形成される （図

5 C 参照）。

[0006] なお隔壁 1 3 がインキ 1 7 に対 して親液性を示す場合、隔壁 1 3 に囲まれ



た領域に供給されたインキが、隔壁 1 3 表面を伝わって隣の領域にまで溢れ

出ることがある。そのため支持基板 1 2 上には、通常、インキ 1 7 に対 して

ある程度撥液性を示す隔壁 1 3 が設けられている。

[0007] しか しながら隔壁 1 3 が撥液性である場合、隔壁 1 3 に囲まれた領域に供

給されたインキは隔壁 1 3 に弾かれつつ蒸発 し薄膜化するため、不均一な膜

厚の有機 E L 層が形成されることがある。たとえば、有機 E L 層 1 8 の隔壁

1 3 に接する部位、すなわち有機 E L 層 1 8 の周縁部が、中央部の膜厚に比

ベて薄 くなることがある。そのような場合、有機 E L 層の周縁部の電気抵抗

が中央部に比べて低 くなる。その結果、有機 E L 素子に電圧を印加 した際に

、周縁部に電流が集中して流れ、中央部が周縁部に比べて暗くなることがあ

る。また逆に、有機 E L 層 1 8 の周縁部が意図 した厚さよりも薄いため、有

機 E L 層 1 8 の周縁部が意図 したとおりには発光 しないこともある。

[0008] このような問題を解決するために、いわゆる逆テ一パ形状の隔壁を設けた

表示装置がある。その概略構成を図 6 に示す。逆テ一パ形状の隔壁 1 3 は、

支持基板 1 2 から離間するにしたがって幅広になるように形成されている。

そのため隔壁 1 3 の側面と第 1電極 1 6 の表面とにより規定される領域は、

隔壁 1 3 と第 1電極 1 6 とが接する部位に向かって先細状に構成されている

(図 6 A 参照）。このような隔壁 1 3 に囲まれた領域 1 5 にインキが供給さ

れると、たとえ撥液性である隔壁 1 3 が設けられていたとしても、隔壁 1 3

の側面に接触 したィンキは、毛細管現象によって、第 1電極 1 6 と隔壁 1 3

とが接する部位に吸い込まれるように充填される。この状態を維持 したまま

ィンキの溶媒が蒸発することによって、第 1電極と隔壁とが接する部位にも

十分な厚さの有機 E L 層が形成される。このように、いわゆる逆テ一パ形状

の隔壁を設けることによって、有機 E L 層の周縁部が中央部の膜厚に比べて

薄 くなるという問題を防ぐことができる （図 6 B参照） （たとえば特許文献

参照）。

先行技術文献

特許文献



[0009] 特許文献 1 ：特 開 2 0 0 7 _ 2 2 7 2 8 9 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[001 0] 表示装置 において第 2 電極 はた とえば複数 の有機 E L 素子 に共通の電極 と

して設 け られ る。 すなわち第 2 電極 は複数 の有機 E L 素子 に亘 つて連な って

形成 され、隣 り合 う有機 E L 素子の間に介在 する隔壁 1 3 上 にも形成 され る

。 しか しなが ら逆テ一パ形状 の隔壁 1 3 が設 け られた基板 において、複数 の

有機 E L 素子 に共通の第 2 電極 をた とえば真空蒸着法 によって形成 する場合

、隔壁 1 3 の端部 で第 2 電極 1 9 が切断 され ることがある （図 6 C 参照）。

そのため複数 の有機 E L 素子 に亘 つて連なる第 2 電極 1 9 を形成 することが

で きず、所定の有機 E L 素子 に電力が供給 されずに、発光駆動することので

きない素子が形成 され ることがある。

[001 1] したが って本発明の 目的は、逆テ一パ形状 の隔壁が備 え られ る表示装置 に

おいて、複数 の有機 E L 素子 に亘 つて連なる第 2 電極 が形成 された表示装置

を提供 することにある。

課題を解決するための手段

[001 2] 本発 明は、以下の表示装置 およびその製造方法 を提供 する。

〔1 〕 支持基板 と、

前記支持基板上 において予め設定 され る区画 を画成 する隔壁 と、

前記隔壁 によって画成 され る前記 区画 にそれぞれ設 け られ る複数 の有機 ェ

レク トロル ミネ ッセ ンス素子であ って、各有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素

子 は、 第 1 電極、有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス層、第 2 電極 が、支持基板

側 か らこの順 で積層 されて構成 され る、複数 の有機 エ レク トロル ミネ ッセ ン

ス素子 と

を含み、

前記隔壁 は、前記支持基板 か ら離 間するに したが って幅広 になるような形

状 を有 し、

前記第 2 電極 は、隣 り合 う有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子の間に介在



する前記隔壁上 にまたが って形成 され、前記複数の有機 エ レク トロル ミネ ッ

セ ンス素子に亘 つて連な ってお り、且つ前記第 2 電極 の膜厚 は、前記隔壁の

頂面 と、前記第 2 電極 および前記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス層の界面 と

の、支持基板の厚み方向における間隔よ りも厚 い、表示装置。

〔2 〕 前記隔壁は、 その頂面 に比べて、 その側面が親液性である、上記 〔

1 〕記載の表示装置。

〔3 〕 支持基板 と、前記支持基板上 において予め設定される区画 を画成す

る隔壁 と、前記隔壁 によって画成 される前記区画 にそれぞれ設 け られる複数

の有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子であ って、各有機 エ レク トロル ミネ ッ

セ ンス素子は、第 1 電極、有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス層、第 2 電極 が支

持基板側か らこの順で積層 されて構成 される複数の有機 ェ レク ト口ル ミネ ッ

セ ンス素子 とを含む表示装置の製造方法であ つて、

その上 に前記第 1 電極 が形成 された前記支持基板 を用意する工程 と、

前記支持基板か ら離間するに したが って幅広 になる形状の前記隔壁 を形成

する工程 と、

前記隔壁 によって画成 される前記区画のそれぞれに、前記有機 エ レク トロ

ル ミネ ッセ ンス層 を形成する工程 と、

隣 り合 う有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス素子の間に介在する前記隔壁上 に

またが って、前記複数の有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子に亘 つて連なる

前記第 2 電極 を形成する工程であ って、前記隔壁の頂面 と、前記第 2 電極 お

よび前記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス層の界面 との、支持基板の厚み方向

における間隔よ りも厚 い膜厚の前記第 2 電極 を形成する工程 と、

を含む、表示装置の製造方法。

〔4 〕 前記隔壁 を形成する工程が、感光性樹脂 を含むインキを前記支持基

板上 に塗布 して隔壁形成用膜 を形成 し、前記隔壁形成用膜の所定の部位 を露

光 し、 さ らに現像 してなる、上記 〔3 〕記載の表示装置の製造方法。

〔5 〕 前記有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス層 を形成する工程が、前記隔壁

によって画成 される前記区画のそれぞれに、有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス



層 を形成するための材料 を含むィンキを供給 し、該ィンキを固化 してなる、

上記 〔3 〕記載の表示装置の製造方法。

〔6 〕 前記隔壁 を形成する工程では、 その頂面 に比べて、 その側面が親液

性である隔壁 を形成する、上記 〔3 〕記載の表示装置の製造方法。

〔7 〕 前記感光性樹脂 を含むインキは、撥液性の材料 を含む、上記 〔4 〕

記載の表示装置の製造方法。

発明の効果

[001 3] 本発明によれば、逆テ一パ形状の隔壁が備 え られる表示装置 において、複

数の有機 E L 素子に亘 つて連なる第 2 電極 が形成 された表示装置 を実現する

ことがで きる。

図面の簡単な説明

[0014] [ 図 1] 図 1 は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の一部 を拡大 して模式的に

示す図である。

[ 図2] 図 2 は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の一部 を拡大 して模式的に

示す平面図である。

[ 図3A] 図 3 A は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の製造方法 を説明する

ための図である。

[ 図3B] 図 3 B は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の製造方法 を説明する

ための図である。

[ 図3C] 図 3 C は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の製造方法 を説明する

ための図である。

[ 図3D] 図 3 D は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の製造方法 を説明する

ための図である。

[ 図4A] 図 4 A は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の製造方法 を説明する

ための図である。

[ 図4B] 図 4 B は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の製造方法 を説明する

ための図である。

[ 図4C] 図 4 C は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の製造方法 を説明する



ための図である。

[ 図4D] 図 4 D は、本発明の一実施形態 に係 る表示装置の製造方法 を説明する

ための図である。

[ 図5A] 図 5 A は、塗布法 を用いた表示装置の製造方法 を説明するための図で

ある。

[ 図5B] 図 5 B は、塗布法 を用いた表示装置の製造方法 を説明するための図で

ある。

[ 図5C] 図 5 C は、塗布法 を用いた表示装置の製造方法 を説明するための図で

ある。

[ 図6A] 図 6 A は、逆テーパ形状の隔壁 を備 えた表示装置の製造方法 を説明す

るための図である。

[ 図6B] 図 6 B は、逆テーパ形状の隔壁 を備 えた表示装置の製造方法 を説明す

るための図である。

[ 図6C] 図 6 C は、逆テーパ形状の隔壁 を備 えた表示装置の製造方法 を説明す

るための図である。

符号の説明

1 表示装置

2 支持基板

3 隔壁

3 a 隔壁の頂面

3 b 隔壁の側面

4 有機 E L 素子

5 凹部

6 第 1 電極

7 第 1 の有機 E L 層 (正孔注入層 )

8 隔壁形成用膜

9 第 2 の有機 E L 層 (発光層）

0 第 2 電極



支持基板

3 隔壁

5 隔壁 に囲 まれた領域

6 第 1 電極

7 ィ ン キ

8 有機 E L 層

9 第 2 電極

フ 才 卜マ ス ク

2 2 ィ ン キ

発明を実施するための形態

[001 6] 以 下、本発 明の実施形態 について、 図面 を参照 しつつ さ らに詳説 す る。 な

お、理解 の容易のため、 図面 における各部材 の縮尺 は実際 とは異 な る場合 が

あ る。 また、本発 明は以下の記述 によ って限定 され るものではな く、本発 明

の要 旨を逸脱 しない範 囲 において適宜変更可能 であ る。表示装置 においては

電極 の リー ド線等 の部材 も存在 す るが、本発 明の説 明 にあた っては直接 的 に

要 しないため記載 を省略 している。層構造等 の説 明の便宜上、以下 に示 す例

においては支持基板 を下 に配置 した図 と共 に説 明がな され るが、本発 明の有

機 E L 素 子 および これ を搭載 した表示装置 は、必 ず しも この 上下左右 の向 き

に配置 されて、製造 または使 用等 がな され る形態 に限定 され るわ けではな く

、適宜調整 して よい。

[001 7] 本 発 明の表示装置 は、支持基板 と、該支持基板上 において予め設定 され る

区画 を画成 す る隔壁 と、 隔壁 によ って画成 され る区画 にそれ ぞれ設 け られ る

複数 の有機 E L 素 子であ って、各有機 E L 素 子 は、 第 1 電極、有機 E L 層、

第 2 電極 が、支持基板側 か らこの順 で積層 されて構成 され る、複数 の有機 E

L 素 子 とを含み、前記隔壁 は、支持基板 か ら離 間す るに したが って幅広 にな

るよ うな形状 を有 し、前記第 2 電極 は、 隣 り合 う有機 E L 素 子の間 に介在 す

る隔壁上 にまたが って形成 され、前記複数 の有機 E L 素 子 に亘 つて連 な って

お り、前記第 2 電極 の膜厚 は、前記隔壁 の頂面 と、前記第 2 電極 および前記



有機 E L 層の界面 との、支持基板の厚み方向における間隔よ りも厚 いことを

特徴 とする。

[001 8] 表示装置 には、主にアクテ ィブマ トリクス駆動型の装置 と、パ ッシブマ ト

リクス駆動型の装置 とがある。本発明は両方の型の表示装置 に適用可能であ

るが、本実施形態では一例 と してアクテ ィブマ トリクス駆動型の表示装置 に

適用される表示装置 について説明する。

[001 9] < 表示装置の構成 >

まず表示装置の構成 について説明する。図 1 は本実施形態の表示装置 1 の

—部 を拡大 して模式的に示す図である。図 2 は本実施形態の表示装置 1 の一

部 を拡大 して模式的に示す平面図である。表示装置 1 は主に、支持基板 2 と

、 この支持基板 2 上 において予め設定される区画 を画成する隔壁 3 と、隔壁

3 によって画成 される区画 にそれぞれ設 け られる複数の有機 E L 素子 4 とを

含んで構成 される。

[0020] 隔壁 3 は支持基板 2 上 においてた とえば格子状 またはス トライプ状 に形成

される。なお図 2 では実施の一形態 と して格子状の隔壁 3 が設 け られた表示

装置 1 を示 している。同図中、隔壁 3 が設 け られた領域 にはハ ツチ ングを施

している。

[0021 ] 支持基板 2 上 には、隔壁 3 と支持基板 2 とによって規定される複数の凹部

5 が設定される。 この凹部 5 が、隔壁 3 によって画成 される区画 に相 当する

[0022] 本実施形態の隔壁 3 は格子状 に設 け られる。 そのため支持基板 2 の厚み方

向 Z の一方か ら見て （以下、 「平面視で」 ということがある。）、複数の凹

部 5 がマ 卜リクス状 に配置 されている。すなわち凹部 5 は行方向 X に所定の

間隔をあけるとともに、列方向 Y にも所定の間隔をあけて整列 して設 け られ

ている。各凹部 5 の平面視 における形状 はとくに限定されない。た とえば凹

部 5 は、平面視で略矩形状、略楕 円状 および小判形状な どの形状 に形成 され

てよい。本実施形態では平面視で略矩形状の凹部 5 が設 け られている。なお

本明細書 において上記の行方向 X および列方向 Y は、支持基板の厚み方向 Z



に垂直な方向であって、かつ互いに垂直な方向を意味する。

[0023] なお他の実施形態としてス トライプ状の隔壁が設けられる場合、隔壁は、

たとえば行方向X に延在する複数本の隔壁部材が、列方向Y に所定の間隔を

あけて配置されて構成される。この実施形態ではス トライプ状の隔壁と支持

基板とによって、ス トライプ状の凹部が規定される。

[0024] 隔壁は支持基板から離間するにしたがって幅広になるような形状を有する

。たとえば列方向Y に延在する隔壁を、その延在方向 （列方向Y ) に垂直な

平面で切断 したときの断面形状は、支持基板から離間するにしたがって幅広

になるような形状を有する。図 1 では等脚台形形状の隔壁が示されており、

上底と、支持基板側の下底とを比べると、上底の方が下底よりも幅広である

。なお実際に形成される隔壁の断面は必ず しも台形形状とはならず、台形形

状の直線部分および角が丸みを帯びていてもよい。

[0025] 隔壁 3 の側面 3 b と支持基板の表面との成す角度 、すなわち隔壁側面 3

b の傾斜角 は 1 0 ° ~ 8 5 ° 程度であり、 5 0 ° ~ 7 0 ° が好ましい。な

おこの隔壁側面 3 b の傾斜角 が 0 ° ~ 9 0 ° までの隔壁 3 はいわゆる逆テ

—パ形状の隔壁と呼称され、隔壁側面 3 b の傾斜角 が 9 0 ° ~ 1 8 0 ° ま

での隔壁 3 はいわゆる順テ一パ形状の隔壁と呼称される。すなわち本実施形

態では逆テ一パ形状の隔壁 3 が設けられる。

[0026] 隔壁 3 は、その頂面 3 a に比べて、その側面 3 b が親液性であることが好

ましい。なお隔壁 3 の頂面 3 a とは、隔壁 3 の表面のうちで、支持基板 2 か

ら最も離間 した位置に存在する面を意味する。また隔壁 3 の側面とは、隔壁

3 の表面のうちで、隣り合う隔壁に臨む位置に存在する面を意味する。また

インキに対する隔壁 3 の撥液性または親液性の程度は、凹部 5 に供給される

インキと隔壁 3 との接触角で表すことができる。たとえば隔壁 3 の頂面 3 a

は、ァニソ一ルとの接触角が 3 0 ° 以上であることが好ましい。また隔壁 3

の頂面 3 a に比べて、側面 3 b が親液性であるとは、たとえばァニソ一ルと

隔壁 3 の側面 3 b との接触角が、ァニソ一ルと隔壁 3 の頂面 3 a との接触角

よりも小さいことを意味する。隔壁 3 の頂面 3 a が撥液性であることで、隔



壁 3 に囲まれた領域 （凹部 5 ) に供給されたインキが、隔壁 3 の頂面 3 a を

伝わつて隣の領域に溢れ出ることを防ぐことができる。また隔壁 3 の側面 3

b が親液性であることで、隔壁 3 に囲まれた領域に供給されたインキが、隔

壁 3 の側面 3 b に弾かれることを防ぐことができ、隔壁 3 と第 1電極 7 とが

接する部位にまでィンキを容易に充填することができる。これによつて有機

E L 層の周縁部が中央部に比べて薄膜化することを防ぐことができる。

[0027] 有機 E L 素子4 は隔壁 3 によって画成される区画 （すなわち凹部 5 ) に設

けられる。本実施形態のように格子状の隔壁 3 が設けられる場合、各有機 E

L 素子4 は各凹部 5 に設けられる。すなわち有機 E L 素子4 は、各凹部 5 と

同様にマ トリクス状に配置され、支持基板 2 上において、行方向X に所定の

間隔をあけるとともに、列方向Y にも所定の間隔をあけて整列 して設けられ

ている。

[0028] なお他の実施形態としてス トライプ状の隔壁が設けられる場合、有機 E L

素子4 は行方向X に延在する各凹部において、行方向X にそれぞれ所定の間

隔をあけて配置される。

[0029] 本実施形態では3 種類の有機 E L 素子4 が設けられる。すなわち （1 ) 赤

色の光を出射する赤色有機 E L 素子4 R、 ( 2 ) 緑色の光を出射する緑色有

機 E L 素子4 G、および （3 ) 青色の光を出射する青色有機 E L 素子4 B が

設けられる。これら3 種類の有機 E L 素子4 R，4 G , 4 B は、たとえば以

下の （I ) ( I I ) ( I I I ) の行を、列方向Y にこの順で繰 り返 し配置す

ることによって、それぞれ整列 して配置される （図 2 参照）。

( I ) 赤色有機 E L 素子4 Rが行方向X にそれぞれ所定の間隔をあけて配置

される行。

( ) 緑色有機 E L 素子4 Gが行方向X にそれぞれ所定の間隔をあけて配

置される行。

( ) 青色有機 E L 素子4 B が行方向X にそれぞれ所定の間隔をあけて

配置される行。

[0030] なお他の実施の形態として、上記 3 種類の有機 E L 素子に加えて、たとえ



ば白色の光を出射する有機 E L 素子がさらに設けられてもよい。 また 1 種類

のみの有機 E L 素子を設けることによって、モノクロ表示装置を実現 しても

よい。

[0031 ] 有機 E L 素子 4 は、第 1 電極、有機 E L 層、第 2 電極が、支持基板側か ら

この順で積層されて構成 される。本明細書では第 1 電極 6 と第 2 電極 1 0 と

の間に設けられる 1 または複数の層をそれぞれ有機 E L 層 という。有機 E L

素子 4 は有機 E L 層 と して少な くとも 1 層の発光層を備える。なお有機 E L

素子は、 1 層の発光層に加えて、必要に応 じて発光層 とは異なる有機 E L 層

をさらに備えてもよい。第 1 電極 6 と第 2 電極 1 0 との間には、有機 E L 層

と して、たとえば、正孔注入層、正孔輸送層、電子プロック層、電子輸送層

、および電子注入層などが設けられてもよい。 また第 1 電極 6 と第 2 電極 1

0 との間には 2 層以上の発光層が設けられてもよい。

[0032] 有機 E L 素子 4 は、陽極 および陰極か らなる一対の電極 と して、第 1 電極

6 と第 2 電極 1 0 とを備える。第 1 電極 6 および第 2 電極 1 0 のうちの一方

の電極 は陽極 と して設けられ、他方の電極 は陰極 と して設けられる。

[0033] 本実施形態では一例 と して、陽極 と して機能する第 1 電極 6 、正孔注入層

と して機能する第 1 の有機 E L 層 7 、発光層 と して機能する第 2 の有機 E L

層 9 、陰極 と して機能する第 2 電極 1 0 がこの順で支持基板 2 上に積層され

て構成 される有機 E L 素子 4 について説明する。

[0034] 本実施形態では 3 種類の有機 E L 素子が設けられるが、 これ らは第 2 の有

機 E L 層 （本実施形態では発光層） 9 の構成がそれぞれ異なる。赤色有機 E

L 素子 4 R は赤色の光を放射する赤色発光層 9 R を備える。緑色有機 E L 素

子 4 G は緑色の光を放射する緑色発光層 9 G を備える。青色有機 E L 素子 4

B は青色の光を放射する青色発光層 9 B を備える。

[0035] 本実施形態では第 1 電極 6 は有機 E L 素子 4 ごとに設けられる。すなわち

有機 E L 素子 4 と同数の第 1 電極 6 が支持基板 2 上に設けられる。第 1 電極

6 は有機 E L 素子 4 の配置に対応 して設けられ、有機 E L 素子 4 と同様 にマ

卜リクス状 に配置される。なお本実施形態の隔壁 3 は、主に第 1 電極 6 を除



く領域に格子状に形成されるが、さらに第 1電極 6 の周縁部を覆うように形

成されている （図 1参照）。

[0036] 正孔注入層として機能する第 1 の有機 E L 層 7 は、凹部 5 において第 1電

極 6 上に設けられる。この第 1 の有機 E L 層 7 は、必要に応 じて、有機 E L

素子の種類ごとにその材料または膜厚を異ならせて設けられる。なお第 1 の

有機 E L 層 7 の形成工程の簡易さの観点から、同 じ材料、同 じ膜厚で全ての

第 1 の有機 E L 層 7 を形成 してもよい。

[0037] 発光層として機能する第 2 の有機 E L 層 9 は、凹部 5 において第 1 の有機

E L 層 7 上に設けられる。上述 したように発光層は有機 E L 素子の種類に応

じて設けられる。すなわち赤色発光層 9 Rは赤色有機 E L 素子4 Rが設けら

れる凹部 5 に設けられる。緑色発光層 9 G は緑色有機 E L 素子4 Gが設けら

れる凹部 5 に設けられる。青色発光層 9 B は青色有機 E L 素子4 B が設けら

れる凹部 5 に設けられる。

[0038] 第 2 電極 1 0 は有機 E L 素子4 が設けられる表示領域の全面に形成される

。すなわち第 2 電極 1 0 は、第 2 の有機 E L 層 9 上だけでなく、隔壁 3 上に

も形成され、複数の有機 E L 素子に亘つて連続 して形成されている。

[0039] 前記第 2 電極 1 0 は、隔壁 3 の頂面 3 a と、前記第 2 電極 1 0 および前記

有機 E L 層 （本実施形態では第 2 の有機 E L 層） 9 の界面との、支持基板の

厚み方向Z における間隔 L 1 よりも、その膜厚 L 2 が厚い。このように第 2

電極 1 0 を厚 く形成することによって、必然的に、隔壁 3 上に形成された第

2 電極 1 0 と、第 1 の有機 E L 層 9 上に形成された第 2 電極 1 0 とが物理的

に接続されることになる。差分 （L 2 —L 1 ) は、 O mよりも大きい値で

あればよい。第 2 電極 1 0 の電気抵抗を小さくするためには、差分 （L 2 —

L ) は、 0 . 2 m以上であることが好ましい。なお差分 （L 2 —L 1 )

の上限値はとくに設定されないが、膜厚が厚すぎると第 2 電極 1 0 を形成す

るために要する時間が長 くなるため、差分 （L 2 —L 1 ) は 1 m以下であ

ることが好ましい。

[0040] 以上の実施形態では隔壁 3 は、第 1電極 6 の周縁部を覆って、支持基板 2



に接 して設けられている。他の実施形態 として、隔壁 3 と支持基板 2 との間

に、さらに絶縁膜を設けてもよい。絶縁膜はたとえば隔壁 と同様に格子状に

形成され、第 1 電極 6 の周縁部を覆 って形成される。 このような絶縁膜は好

ま しくは隔壁 3 よりも親液性である材料によって形成される。

[0041 ] 以下、図 3 および図 4 を参照 しつつ表示装置の製造方法について説明する

[0042] (支持基板を用意する工程）

本工程では支持基板 2 上に第 1 電極 6 を形成する （図 3 A 参照）。なお本

工程では第 1 電極 6 がそのうえに形成された支持基板を市場か ら入手するこ

とによって、第 1 電極 6 が形成された支持基板 2 を用意 してもよい。

[0043] ァクテ ィプマ 卜リクス型の表示装置の場合、複数の有機 E L 素子を個別に

駆動するための回路が予め形成された基板を支持基板 2 として用いてよい。

たとえば T F T (Th i n Fi L Trans i stor) およびキャパシタなどが予め形

成された基板を支持基板 として用いてよい。

[0044] まず支持基板 2 上に複数の第 1 電極 6 をマ トリクス状に形成する。第 1 電

極 6 は、たとえば支持基板 2 上の一面に導電性薄膜を形成 し、 これをフォ ト

リソグラフィ一法によってマ 卜リクス状にパターニングすることによって形

成 してよい。 またたとえば所定の部位に開口が形成されたマスクを支持基板

2 上に配置 し、 このマスクを介 して支持基板 2 上の所定の部位に導電性材料

を選択的に堆積することにより第 1 電極 6 をパターン形成 してもよい。第 1

電極 6 の材料については後述する。

[0045] (隔壁を形成する工程）

本工程では、支持基板か ら離間するに したがって幅広になる形状の隔壁を

形成する。本工程は、感光性樹脂を含むインキを前記支持基板上に塗布成膜

した後に所定の部位を露光 し、さらに現像することにより実施 してよい。

[0046] まず感光性樹脂を含むインキを前記支持基板上に塗布成膜する （図 3 B 参

照）。本実施形態では、好ま しい形態 として、その頂面 3 a に比べて、その

側面 3 b が親液性である隔壁 3 を形成する。 このような隔壁は、たとえば、



撥液性の材料を含むインキを支持基板 2 上に塗布成膜 して形成 してよい。す

なわち感光性樹脂 を含むィンキは、撥液性の材料をさらに含んでよい。

[0047] インキの塗布方法 と しては、たとえばス ピンコ一 卜法やス リッ トコ一 卜法

などが挙げられる。

[0048] 感光性樹脂 を含むィンキを前記支持基板上に塗布成膜 した後、通常はプ リ

ベ一クを行 う。たとえば 8 0 °C ~ 1 0 °C の温度で、 6 0 秒 ~ 1 8 0 秒間、

基板 を加熱することによってプ リべ一クを行い、ィンキ中の溶媒を除去する

(図 3 B 参照）。インキが撥液性の材料を含む場合、 このように して形成 さ

れた隔壁形成用膜 8 の表面 8 a には撥液性の材料が凝集 している。

[0049] つ ぎに支持基板上に所定のパターンの光を遮光するフォ 卜マスク 2 1 を配

置 し、 このフォ トマスク 2 1 を介 して、隔壁形成用膜 8 を露光する。感光性

樹脂 には、ポジ型およびネガ型の樹脂があるが、本工程ではいずれの樹脂 を

用いてもよい。ポジ型の感光性樹脂 を使用 した場合には、隔壁形成用膜 8 の

うち主に隔壁 3 が形成 されるべ き部位 を除 く残余の部位 に光を照射する。 ま

たネガ型の感光性樹脂 を使用 した場合には、隔壁形成用膜 8 のうち主に隔壁

3 が形成 されるべ き部位 に光を照射する。本工程ではネガ型の感光性樹脂 を

使用 した場合について、図 3 C を参照 して説明する。図 3 C に示すように、

隔壁形成用膜 8 の形成 された基板上にフォ 卜マスク 2 1 を配置 し、 このフ才

卜マスク 2 を介 して光を照射することによって、隔壁形成用膜 8 のうち主

に隔壁 3 が形成 されるべ き部位 に光を照射する。なお図 3 C では隔壁形成用

膜 8 に照射する光を模式的に矢印記号で示 している。

[0050] つ ぎに露光された隔壁形成用膜 8 を現像する。 これによつて隔壁 3 がバタ

—ン形成 される （図 3 D参照）。現像後、必要に応 じてポス トべ一クを行 う

。たとえば 2 0 0 °C ~ 2 3 0 °C の温度で、 1 5 分〜 6 0 分間、基板 を加熱す

ることによってボス 卜べ一クを行い、隔壁 3 を硬化する。

[0051 ] 上述 したように、撥液性の材料を含むインキを使用 して隔壁を形成 した場

合、撥液性の材料が隔壁形成用膜 8 の表面 8 a に凝集するため、その頂面 3

a に比べて、その側面 3 b が親液性である隔壁 3 が得 られる。



[0052] 本実施形態では隔壁側面 3 b の傾斜角 が0 ° ~ 9 0 ° までのいわゆる逆

テ一パの隔壁 3 を形成するが、隔壁側面 3 b の傾斜角Θ は、たとえば次の要

素を調整することによって、変化させることができる。

[0053] 隔壁側面 3 b の傾斜角 は、主に、使用する感光性樹脂の種類によって定

まる。そこで複数の種類の感光性樹脂のなかから逆テ一パ形状の隔壁となる

感光性樹脂を選択し、これを使用して隔壁を形成すればよい。また現像時間

を調整することによつても隔壁側面 3 b の傾斜角Θ を調整することができる

。一般にネガ型の感光性樹脂の場合、現像時間を長くするほど、隔壁側面 3

b の傾斜角 が小さくなる傾向にある。また露光量を調整することによって

も隔壁側面 3 b の傾斜角Θ を調整することができる。一般にネガ型の感光性

樹脂の場合、露光量を小さくするほど、隔壁側面 3 b の傾斜角 e が大きくな

る傾向にある。またフォ卜マスクと基板との距離を調整することによつても

隔壁側面 3 b の傾斜角Θ を調整することができる。一般にネガ型の感光性樹

脂の場合、フォトマスクと基板との距離を小さくするほど、隔壁側面 3 b の

傾斜角Θ が大きくなる傾向にある。

[0054] 隔壁の形成に使用される感光性樹脂としては、たとえばネガ型とポジ型が

ある。

ネガ型感光性樹脂は、光の照射部分が、現像液に対して不溶化し残存する

ものである。

[0055] 感光性樹脂を含むインキには、一般にバインダ一樹脂、架橋剤、光反応開

始剤、溶媒、およびその他の添加剤が配合される。

バインダー樹脂は、予め重合されたものである。その例としては、自ら重

合性を有しない非重合性バインダ一樹脂、重合性を有する置換基が導入され

た重合性/ ィンダ一樹脂が挙げられる。バインダ一樹脂は、ポリスチレンを

標準としてゲルパ一ミエ一シヨンクロマトグラフィー （G PC) で求められ

る重量平均分子量が5，0 0 0 4 0 0 , 0 0 0の範囲にある。

バインダー樹脂としては、たとえばフエノール樹脂、ノポラック樹脂、メ

ラミン樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂などが挙げら



れる。バインダ一樹脂としては、単独重合体および 2 種以上の単量体を組み

合わせた共重合体のいずれを使用 してもよい。バインダー樹脂は、上記感光

性樹脂を含むィンキの全固形分に対 して、質量分率で通常 5 % ~ 9 0 %であ

る。

[0056] 架橋剤は、光の照射によって光重合開始剤から発生する活性ラジカル、酸

などによって重合 し得る化合物であり、たとえば、重合性の炭素—炭素不飽

和結合を有する化合物が挙げられる。架橋材は、分子内に重合性の炭素—炭

素不飽和結合を 1個有する単官能の化合物であってもよいし、重合性の炭素

—炭素不飽和結合を2 個以上有する2 官能または3 官能以上の多官能の化合

物であってもよい。上記感光性樹脂を含むインキにおいて、架橋剤は、バイ

ンダ一樹脂と架橋剤との合計量を 1 0 0 質量部とすると、通常 0 . 1 質量部

以上 7 0 質量部以下である。また上記感光性樹脂を含むインキにおいて光反

応開始剤は、バインダー樹脂と架橋剤との合計量を 1 0 0 質量部とすると、

通常 1質量部以上 3 0 質量部以下である。

[0057] 一方、ポジ型感光性樹脂は、光の照射部分が現像液に対 して、可溶化する

ものである。ポジ型感光性樹脂は、一般的には、樹脂と、光反応で親水化す

る化合物とを複合化することで構成される。

[0058] ポジ型感光性樹脂としては、ノボラック樹脂、ポリヒドロキシスチレン、

アクリル樹脂、メタアクリル樹脂、ポリイミ ドなどの耐薬品性と密着性を有

する樹脂と、光分解性化合物とを組み合わせたものを使用 してよい。

[0059] また本工程で使用 してもよい撥液性の材料としては、たとえばフッ素含有

化合物、シリコーン含有化合物、及びそれらの組み合わせが挙げられる。好

ましくは、有機溶剤に対 しても優れた撥液性を示すフッ素含有化合物である

[0060] フッ素含有化合物としては、たとえば炭素数 1 ~ 8 の直鎖状もしくは分岐

状のフル才ロアルキル基及び/ 又はフル才ロポリェ一テル基を有する化合物

が挙げられる。フッ素含有化合物としては、架橋性基を有するポリマーが好

ましく、更に好ましくは、炭素数 4 ~ 6 のフル才ロアルキル基及び/ 又はフ



ル 才 ロポ リエーテル基 を有 し、 かつ架橋 性 基 を有 す るポ リマ一であ る。 また

は フ ッ素含有 化合物 は現像液 に対 して可溶性機 能 を有 して い る ことが好 ま し

し、。 フ ッ素含有 化合物 は、 隔壁形成後 に隔壁表 面 に撥液性 を付与 し得 るもの

であれ ば よ く、 ポ リマー に限 られ ず、低 分 子化合物 であ って もよい。

[0061 ] 架橋 性 基 は、 フ ッ素含有 化合物 に架橋 性 の機 能 を付与 す るものであ り、 ェ

チ レン性 不飽 和結 合基 や、 エポ キシ基、 水酸 基 な どが例 示 され る。 隔壁 の形

成 に使 用 され る感光性樹 脂 と架橋 す る機 能 を有 して いれ ば、 架橋 性 基 の種類

は上記 に限定 す るもので はな い。

[0062] 撥液性 の材料 の具 体例 と して は、 メガ フ ァック R S _ 1 0 1、 R S — 1 0

2 、 R S _ 1 0 5 、 R S _ 4 0 1、 R S _ 4 0 2 、 R S _ 5 0 1、 R S - 5

0 2 、 R S - 7 8 (以 上、 D I C 社製 ）、 才 プツール D A C 、 才 プ 卜ェ一

ス H P シ リー ズ （以上 ダイキ ン工業社製 ）、 パ 一 フル 才 ロ （メタ） ァ ク リ

レ一 卜、 パ 一 フル 才 ロジ （メタ） ァ ク リレー 卜な どが挙 げ られ る。

上記 の撥液性 の材料 は、 1種 を単独 で用 いて もよ く、 また 2 種類 以上 を組

み合 わせ て用 いて もよい。撥液性 の材料 は、 上記感光性樹 脂 を含 む イ ンキの

全 固形 分 に対 して、 質量分率 で通 常 0 . 1 質量部 以上 3 質量部 以 下 であ る。

[0063] 一実施形 態 で は、 感光性樹 脂 を含 む イ ンキは、 感光性樹 脂、撥液性 の材料

、 お よび溶 媒 を含 んでな る。 上記 の通 り、 感光性樹 脂 を含 む イ ンキは、 バ イ

ンダ一樹 脂、 架橋 剤、 光反応 開始剤、 お よび その他 の添加剤 をさ らに含 んで

もよい。

[0064] 現像 に使 用 され る現像液 と して は、 た とえば塩 化 カ リウム水溶液、 水酸 化

テ 卜ラメチル ア ンモニ ゥ厶 （T M A H ) 水溶液 な どが挙 げ られ る。

[0065] 隔壁 3 の形状 お よび その配置 は、 画素数 お よび解像度 な どの表 示装 置 の仕

様 や製 造 の容 易 さな どに応 じて適宜設 定 され る。 た とえば隔壁 3 の行方 向 X

また は列方 向 Y の幅 は、 5 m ~ 5 0 m 程度 であ り、 隔壁 3 の高 さは 0 .

5 m ~ 5 m 程度 であ り、 行方 向 X また は列方 向 Y に隣 り合 う隔壁 3 間の

間隔、 すなわ ち凹部 5 の行方 向 X また は列方 向 Y の幅 は、 1 0 m ~ 2 0 0

m 程度 であ る。 また第 1 電極 6 の行方 向 X また は列方 向 Y の幅 はそれ ぞれ



1 0 m ~ 2 0 0 m程度である。

[0066] (有機 E L 層を形成する工程）

本工程では、隔壁によって画成される区画のそれぞれに有機 E L 層を形成

する。本工程では 1層以上の有機 E L 層のうち、少なくとも 1層の有機 E L

層を塗布法によって形成する。以下に示す実施形態では、第 1 の有機 E L 層

7 および第 2 の有機 E L 層 9 を塗布法によって形成する。

[0067] まず第 1 の有機 E L 層 7 を形成するための材料を含むィンキ 2 2 を隔壁 3

に囲まれた領域 （凹部 5 ) に供給する （図4 A 参照）。インキは、隔壁 3 の

形状、成膜工程の簡易さ、および成膜性などの条件を勘案 して適宜最適な方

法によって供給される。インキはたとえばインクジェットプリン ト法、ノズ

ルコ一 卜法、凸版印刷法、凹版印刷法などによって供給 してよい。

[0068] つぎに供給されたィンキ 2 2 を固化することによって第 1 の有機 E L 層 7

が形成される （図4 B参照）。インキの固化は、たとえば自然乾燥、加熱乾

燥、真空乾燥によって行ってよい。またインキが、エネルギーを加えること

によって重合する材料を含む場合、インキを供給 した後に、薄膜を加熱 した

り、薄膜に光を照射 したりすることによって、有機 E L 層を構成する材料を

重合 してもよい。このように有機 E L 層を構成する材料を重合することによ

つて、この有機 E L 層 （以下、第 1 の有機 E L 層ともいう）上に他の有機 E

L 層 （以下、第 2 の有機 E L 層ともいう）をさらに形成する際に使用される

インキに対 して、第 1 の有機 E L 層を難溶化することができる。

[0069] つぎに発光層として機能する第 2 の有機 E L 層 9 を形成する。第 2 の有機

E L 層 9 は第 1 の有機 E L 層 7 と同様に形成 してよい。すなわち赤色発光層

9 R を形成するための材料を含むインキ、緑色発光層 9 G を形成するための

材料を含むインキ、および青色発光層 9 B を形成するための材料を含むイン

キの 3 種類のインキを、隔壁 3 に囲まれた領域にそれぞれ供給 し、それらを

固化することによって発光層 9 R， 9 G , 9 B を形成 してよい。

[0070] (第 2 電極を形成する工程）

つぎに第 2 電極 1 0 を形成する。本工程では隔壁の頂面と、第 2 電極 1 0



および有機 E L 層の界面 との、支持基板の厚み方向における間隔よりも、そ

の膜厚が厚い第 2 電極 1 0 を形成する （図 4 D参照）。 このように厚い第 2

電極 1 0 を形成することによって、必然的に、隔壁 3 上に形成 された第 2 電

極 1 0 と、第 1 の有機 E L 層 9 上に形成 された第 2 電極 1 0 とが接続 される

。その結果、隣 り合 う有機 E L 素子の間に介在する隔壁 3 上にまたがって、

複数の有機 E L 素子に亘 つて連なる第 2 電極が形成 される。

[0071 ] 以上説明 したように、厚い第 2 電極 1 0 を形成することによって、たとえ

逆テ一パ形状の隔壁 3 を設けたと しても、隔壁 3 の端部で第 2 電極 1 0 が切

断することを防 ぐことができ、全ての有機 E L 素子 4 に亘 つて連なる第 2 電

極 1 0 を形成することができる。

[0072] また逆テ一パ形状の隔壁が設けられるため、隔壁 3 に囲まれた領域 （凹部

5 ) に供給 されたインキ 2 2 は、毛細管現象によって、第 1 電極 1 6 と隔壁

3 とが接する部位 に吸い込 まれるように充填 される。 この状態を維持 した

ままィンキの溶媒が蒸発することによって、第 1 電極 と隔壁 とが接する部位

にも十分な厚 さの有機 E L 層が形成 される。 これによつて均一な膜厚の有機

E L 層を得 ることができる。

[0073] また隔壁 3 の頂面 3 a は撥液性であるので、隔壁 3 に囲まれた領域 （凹部

5 ) に供給 されたインキ 2 2 は隔壁 3 の頂面 3 a で弾かれる （図 4 A 参照）

。そのためィンキ 2 2 が隔壁 3 の頂面 3 a を伝わ って隣の領域 に溢れ出るこ

とを防 ぐことができ、隔壁 3 に囲まれた領域 （凹部 5 ) 内にインキを収容さ

せることができる。 また隔壁 3 の側面 3 b が親液性であることで、隔壁 3 に

囲まれた領域 に供給 されたインキが、隔壁 3 の側面 3 b に弾かれることを防

ぐことができ、隔壁 3 と第 1 電極 とが接する部位 にまでインキをより容易に

充填することができる。 これによつてより均一な膜厚の有機 E L 層を得 るこ

とができる。

[0074] なお本実施形態では隔壁 3 の頂面 3 a に撥液性 を付与するために、撥液性

の材料を含むィンキを用いて隔壁を形成 したが、他の方法により隔壁 3 の頂

面 3 a に撥液性 を付与 してもよい。他の方法 と しては、たとえば、 フッ化物



を含有する雰囲気においてプラズマ処理を行う方法が挙げられる。なおこの

方法ではプラズマ雰囲気を導入するために工程が複雑化 し、製造コス トの増

加をもたらすこともある。また第 1電極 6 がプラズマ処理によって汚染され

ることがあり、このブラズマ処理が歩留まりの低下をもたらすこともある。

これに対 して撥液性の材料を含むィンキを用いて隔壁を形成する本実施形態

では、プラズマ処理を行うことなく隔壁を形成することができ、歩留まりを

向上するとともに、製造コス トを低減することができる。

[0075] < 有機 E L 素子の構成>

以下では有機 E L 素子の構成についてさらに詳 しく説明する。有機 E L 素

子は、有機 E L 層として少なくとも 1層の発光層を有する。上述 したように

有機 E L 素子は、有機 E L 層として、たとえば正孔注入層、正孔輸送層、電

子プロック層、正孔プロック層、電子輸送層、および電子注入層などを有 し

ていてよい。

[0076] 本実施の形態の有機 E L 素子のとりうる層構成の一例を以下に示す。

a 陽極 発光層 陰極

b 陽極/ 正孔注入層/ 発光層/ 陰極

c 陽極/ 正孔注入層/ 発光層/ 電子注入層/ 陰極

d 陽極/ 正孔注入層/ 発光層/ 電子輸送層/ 陰極

e 陽極/ 正孔注入層/ 発光層/ 電子輸送層/ 電子注入層/ 陰極

陽極/ 正孔輸送層/ 発光層/ 陰極

9 陽極/ 正孔輸送層/ 発光層/ 電子注入層/ 陰極

h 陽極/ 正孔輸送層/ 発光層/ 電子輸送層/ 陰極

i 陽極/ 正孔輸送層/ 発光層/ 電子輸送層/ 電子注入層/ 陰極

j 陽極/ 正孔注入層/ 正孔輸送層/ 発光層/ 陰極

k 陽極/ 正孔注入層/ 正孔輸送層/ 発光層/ 電子注入層/ 陰極

陽極/ 正孔注入層/ 正孔輸送層/ 発光層/ 電子輸送層/ 陰極

m 陽極/ 正孔注入層/ 正孔輸送層/ 発光層/ 電子輸送層/ 電子注入層/ 陰



n ) 陽極/ 発光層/ 電子注入層/ 陰極

o ) 陽極/ 発光層/ 電子輸送層/ 陰極

P ) 陽極/ 発光層/ 電子輸送層/ 電子注入層/ 陰極

(ここで、記号 「/ 」は、記号 「/ 」を挟む各層が隣接 して積層されている

ことを示す。

以下同 じ。）

[0077] なお上述の実施形態では陽極として機能する第 1電極が、支持基板により

近い側に配置される形態の有機 E L 素子について説明 したが、本発明は陰極

として機能する第 1電極が、支持基板により近い側に配置される形態の有機

E L 素子にも適用することができる。

[0078] < 支持基板>

支持基板には、有機 E L 素子を製造する工程において化学的に変化 しない

ものが好適に用いられる。支持基板の材料としては、たとえばガラス、ブラ

スチック、高分子フイルム、およびシリコン板、並びにこれらの積層体など

が挙げられる。

[0079] < 陽極>

発光層から放射される光が陽極を通って外界に出射する構成の有機 E L 素

子の場合、陽極には光透過性を示す電極が用いられる。光透過性を示す電極

としては、たとえば金属酸化物、金属硫化物および金属などの材料からなる

薄膜を用いることができ、電気伝導度および光透過率の高いものが好適に用

いられる。具体的には酸化インジウム、酸化亜鉛、酸化スズ、 I T O、イン

ジゥ厶亜鉛酸化物 （I n d i u m Z i n c O x i d e : 略称 I Z 0 ) 、

金、白金、銀、および銅などから成る薄膜が用いられ、これらの中でも I T

0 、 I Z O、または酸化スズから成る薄膜が好適に用いられる。陽極の作製

方法としては、たとえば真空蒸着法、スパッタリング法、イオンプレーティ

ング法、メッキ法などを挙げることができる。また、該陽極として、ポリア

ニリンもしくはその誘導体、ポリチ才フェンもしくはその誘導体などの有機

の透明導電膜を用いてもよい。



[0080] < 陰極 >

陰極 の材料 と しては、仕事関数が小さ く、発光層への電子注入が容易で、

電気伝導度の高い材料が好 ま しい。 また陽極側か ら光 を取出す構成の有機 E

L 素子では、発光層か ら放射 される光 を陰極 によって陽極側 に反射するため

に、陰極 の材料 と しては可視光 に対する反射率の高い材料が好 ま しい。かか

る陰極材料 と しては、た とえば金属、合金、 グラフアイ トおよび グラフアイ

卜層間化合物が挙 げ られる。前記金属 と しては、た とえばアル カ リ金属、 ァ

ル カ リ土類金属、遷移金属および周期表 1 3 族金属が挙 げ られ、具体例 と し

ては リチウム、ナ トリウム、 カ リウム、リレビジゥ厶、セシウム、ベ リリウム

、マグネシウム、 カルシウム、 ス トロンチウム、 ノく' リウ厶、 アル ミニウム、

スカンジウム、バナジウム、亜鉛、 イ ッ トリウム、 インジウム、セ リウム、

サマ リウム、ユー ロピウム、テル ビウム、 イ ッテル ビウムな どが挙 げ られる

。前記合金 と しては、た とえば前記金属の うちの 2 種以上の金属の合金 ；な

らびに前記金属の うちの 1 種以上 と、金、銀、 白金、銅、マ ンガン、チタン

、 コノくル 卜、ニ ッケル、 タングステ ン、 および錫か らなる群か ら選ばれる 1

種以上の金属 との合金が挙 げ られ、具体例 と してはマグネシウム—銀合金、

マグネシウム—インジウム合金、マグネシウム—アル ミニウム合金、 インジ

ゥ厶—銀合金、 リチウム—アル ミニウム合金、 リチウム—マグネシウム合金

、 リチウム—インジウム合金、 カルシウム—アル ミニウム合金な どが挙 げ ら

れる。 また陰極 は、透明電極 であ ってもよ く、 その材料 と しては、た とえば

酸化ィンジゥ厶、酸化亜鉛、酸化スズ、 インジウム スズ 才キサイ ド （I

T O ) 、 およびィンジゥ厶 亜鉛 才キサイ ド （I Z O ) な どの導電性金属

酸化物 ；ポ リア二 リンも しくはその誘導体、ポ リチ才 フ ェ ンも しくはその誘

導体な どの導電性有機物が挙 げ られる。なお陰極 は、 2 層以上 を積層 した積

層構造 を有 していてもよい。 また電子注入層が陰極 と して用い られることも

ある。

[0081 ] 陰極 の作製方法 と しては、た とえば真空蒸着法、 イオ ンプ レ一テ ィング法

な どが挙 げ られる。



[0082] 陽極または陰極の膜厚は、求められる特性や成膜工程の簡易さなどを考慮

して適宜設定すればよく、たとえば 1 O n m~ 1 O mであり、好ましくは

2 0 n m~ 1 であり、さらに好ましくは 5 0 n m~ 5 0 0 n mである。

なお上述 したように、陽極および陰極のうち第 2 電極に相当する電極は、隔

壁の頂面と、第 2 電極および前記有機 E L 層の界面との、支持基板の厚み方

向における間隔よりも、その膜厚が厚 くなるように形成される。

[0083] < 正孔注入層>

正孔注入層を構成する正孔注入材料としては、たとえば酸化バナジウム、

酸化モリプデン、酸化ルテニウム、および酸化アルミニウムなどの酸化物 ；

フエニルァミン系化合物 ；スタ一バース 卜型ァミン系化合物 ；フタロシア二

ン系化合物 ；アモルファス力一ボン ；ポリァニリン ；およびポリチ才フェン

誘導体などが挙げられる。

[0084] 正孔注入層の成膜方法としては、たとえば正孔注入材料を含む溶液からの

成膜が挙げられる。たとえば正孔注入材料を含む溶液を所定の塗布法によつ

て塗布成膜 し、さらにこれを固化することによって正孔注入層を形成 してよ

い。

[0085] 正孔注入層の膜厚は、求められる特性および工程の簡易さなどを考慮 して

適宜設定すればよく、たとえば 1 n m~ l mであり、好ましくは 2 n m~

5 0 0 n mであり、さらに好ましくは 5 n m~ 2 0 0 n mである。

[0086] < 正孔輸送層>

正孔輸送層を構成する正孔輸送材料としては、たとえばポリビニルカルバ

ゾ一ル若 しくはその誘導体、ポリシラン若 しくはその誘導体、側鎖若 しくは

主鎖に芳香族ァミンを有するポリシロキサ ン誘導体、 ピラゾリン誘導体、ァ

リ一ル ァミン誘導体、スチルベ ン誘導体、 卜リフエ二ルジァミン誘導体、ポ

リァニリン若 しくはその誘導体、ポリチ才フェン若 しくはその誘導体、ポリ

ァリ一ルァミン若 しくはその誘導体、ポリピロ一ル若 しくはその誘導体、ポ

リ （p —フエ二レンビニレン）若 しくはその誘導体、およびポリ （2 ， 5 -

チェ二レンビニレン）若 しくはその誘導体などが挙げられる。



[0087] 正孔輸送層の膜厚は、求められる特性および成膜工程の簡易さなどを考慮

して設定すればよく、たとえば 1 n m~ l mであり、好ましくは 2 n m~

5 0 0 n mであり、さらに好ましくは 5 n m~ 2 0 0 n mである。

[0088] < 発光層>

発光層は、通常、主として蛍光及び/ 又はりん光を発光する有機物を含む

。発光層はさらに、該有機物を補助する ド一パン トを含んでもよい。 ド一パ

ン 卜は、たとえば発光効率の向上や、発光波長を変化させるために加えられ

る。なお発光層を構成する有機物は、低分子化合物でも高分子化合物でもよ

く、塗布法によって発光層を形成する場合には、高分子化合物であることが

好ましい。該高分子化合物のポリスチレン換算の数平均分子量はたとえば 1

0 ~ 0 8程度であってよい。発光層を構成する発光材料としては、たとえ

ば以下の色素系材料、金属錯体系材料、高分子系材料、および ドーパン ト材

料が挙げられる。

[0089] (色素系材料）

色素系材料としては、たとえば、シクロベンダミン誘導体、テ トラフエ二

ルブタジエン誘導体化合物、 卜リフエニルァミン誘導体、才キサジァゾ一ル

誘導体、 ピラゾ口キノリン誘導体、ジスチリルベンゼン誘導体、ジスチリル

ァリ一レン誘導体、 ピロ一ル誘導体、チ才フェン環化合物、 ピリジン環化合

物、ぺ リノン誘導体、ペ リレン誘導体、オ リゴチ才フエン誘導体、才キサジ

ァゾ一ルダイマ一、 ピラゾリンダイマ一、キナクリドン誘導体、およびクマ

リン誘導体などが挙げられる。

[0090] (金属錯体系材料）

金属錯体系材料としては、たとえば希土類金属 （たとえばT b 、 E u、 D

y ) 、 A し Z n、 B e 、 I r 、 P t などの中心金属と、才キサジァゾ一ル

、チアジアゾ一ル、フエ二ルビリジン、フエニルベンゾイミダゾ一ル、キノ

リン構造などの配位子とを有する金属錯体が挙げられる。かかる金属錯体と

しては、たとえばイリジウム錯体、白金錯体などの三重項励起状態からの発

光を有する金属錯体、アルミニウムキノリノ一ル錯体、ベンゾキノリノール



ベリリウ厶錯体、ベンゾ才キサゾリル亜鉛錯体、ベンゾチァゾ一ル亜鉛錯体

、ァゾメチル亜鉛錯体、ボルフィリン亜鉛錯体、フエナント口リンユーロピ

ゥ厶錯体などが挙げられる。

[0091 ] (高分子系材料）

高分子系材料としては、たとえばポリパラフエ二レンビニレン誘導体、ポ

リチ才フェン誘導体、ポリパラフエ二レン誘導体、ポリシラン誘導体、ポリ

ァセチレン誘導体、ポリフル才レン誘導体、ポリビニルカルバゾ一ル誘導体

、上記色素系材料や金属錯体系発光材料を高分子化 したものなどが挙げられ

る。

[0092] 発光層の厚さは、通常、約 2 n m ~ 2 0 0 n mである。

[0093] < 電子輸送層>

電子輸送層を構成する電子輸送材料としては、公知のものが使用でき、た

とえば才キサジァゾ一ル誘導体、アントラキノジメタン若 しくはその誘導体

、ベンゾキノン若 しくはその誘導体、ナフトキノン若 しくはその誘導体、ァ

ントラキノン若 しくはその誘導体、テ 卜ラシァノアントラキノジメタン若 し

くはその誘導体、フル才レノン誘導体、ジフエニルジシァノエチレン若 しく

はその誘導体、ジフエノキノン誘導体、又は 8 —ヒドロキシキノリン若 しく

はその誘導体の金属錯体、ポリキノリン若 しくはその誘導体、ポリキノキサ

リン若 しくはその誘導体、ポリフル才レン若 しくはその誘導体などが挙げら

れる。

[0094] 電子輸送層の膜厚は、求められる特性や成膜工程の簡易さなどを考慮 して

適宜設定すればよく、たとえば 1 n m ~ l mであり、好ましくは 2 n m ~

5 0 0 n mであり、さらに好ましくは 5 n m ~ 2 0 0 n mである。

[0095] < 電子注入層>

電子注入層を構成する電子注入材料は、発光層の種類に応 じて適宜選択す

ればよく、たとえばアル力リ金属 ；アル力リ土類金属 ；前記金属のうちの 1

種以上を含む合金 ；前記金属の酸化物、ハロゲン化物および炭酸塩 ；ならび

に前記物質の混合物などが挙げられる。前記アル力リ金属ならびにその酸化



物、ハロゲン化物、および炭酸塩の例としては、 リチウム、ナ トリウム、力

リウ厶、ルビジウム、セシウム、酸化 リチウム、フッ化 リチウム、酸化ナ 卜

リウ厶、フッ化ナ トリウム、酸化力リウ厶、フッ化力リウ厶、酸化ルビジゥ

厶、フッ化ルビジウム、酸化セシウム、フッ化セシウム、炭酸 リチウムなど

が挙げられる。また、前記アルカリ土類金属ならびにその酸化物、ハロゲン

化物、および炭酸塩の例としては、マグネシウム、カルシウム、バ リウム、

ス トロンチウム、酸化マグネシウム、フッ化マグネシウム、酸化カルシウム

、フッ化カルシウム、酸化バ リウム、フッ化バ リウム、酸化ス トロンチウム

、フッ化ス トロンチウム、炭酸マグネシウムなどが挙げられる。電子注入層

は、 2 層以上を積層 した積層構造を有 していてもよく、具体的には L i F /

C a などが挙げられる。

[0096] 電子注入層の膜厚としては、 1 n m~ 1 程度が好ましい。

[0097] 各有機 E L 層の形成方法としては、たとえばノズルプリンティング法、ィ

ンクジェットプリンティング法、凸版印刷法、凹版印刷法などの塗布法 ；真

空蒸着法 ；スパッタリング法 ；C V D法などが挙げられる。上記の通り、本

発明の表示装置の製造方法においては、 1層以上の有機 E L 層のうち少なく

とも 1層の有機 E L 層を塗布法により形成する。

[0098] なお塗布法では、各有機 E L 層となる有機 E L 材料を含むインキを塗布成

膜 し、さらにこれを固化することによって有機 E L 層を形成する。塗布法に

使用されるインキの溶媒としては、たとえばクロ口ホルム、塩化メチレン、

ジクロロェタンなどの塩素系溶媒 ；テ トラヒドロフランなどのエーテル系溶

媒 ；トルエ ン、 キシレンなどの芳香族炭化水素系溶媒 ；アセ トン、 メチルェ

チルケ トンなどのケ トン系溶媒 ；酢酸ェチル、酢酸プチル、ェチルセルソル

プアセテ一 卜などのエステル系溶媒 ；および水などが挙げられる。

実施例

[0099] (実施例 1 )

まず I T O薄膜からなる第 1電極 （陽極）が予めパター ン形成されたT F

T 基板を用意 した （図 3 ( 1 ) 参照）。



[ 0 1 00] つ ぎ に ネ ガ 型 の 感 光 性 樹 脂 溶 液 （日 本 ゼ オ ン 株 式 会 社 製 ZPN2464) に 撥 液 剤

2 ( ダ イ キ ン 製 撥 液 剤 才 プ 卜エ ー ス （登 録 商 法 ） H P シ リー ズ ） を 混 合 し

、 撥 液 材 入 り の 感 光 性 樹 脂 溶 液 を 調 製 した 。 感 光 性 樹 脂 に 対 す る 撥 液 剤 の 固

形 分 濃 度 比 は 0 . 2 % ( 重 量 ） と した 。 つ ぎ に 、 用 意 した T F T 基 板 の 表 面

上 に 撥 液 材 入 り の 感 光 性 樹 脂 溶 液 を ス ビ ン コ 一 タ に よ り塗 布 成 膜 し、 さ ら に

、 ホ ッ トプ レ ー ト上 に お い て 1 1 0 °C で 9 0 秒 間 加 熱 す る こ と に よ っ て プ リ

ベ 一 ク 処 理 を 行 い 、 溶 媒 を 蒸 発 さ せ た （図 3 ( 2 ) 参 照 ） 。

[01 0 1 ] つ ぎ に プ ロ キ シ ミ テ ィ 露 光 機 を 用 い て 露 光 量 1 0 0 m J / c m 2 で 露 光 し （

図 3 ( 3 ) 参 照 ） 、 そ の 後 、 現 像 液 （株 式 会 社 トク ャ マ 製 SD-1 (TMAH2. 38wt

% ) ) を 用 い て 1 0 0 秒 間 現 像 した 。 さ ら に ポ ス トべ 一 ク と して 2 3 0 °C で

3 0 分 間 加 熱 し、 樹 脂 を 硬 化 さ せ 、 逆 テ 一 パ 形 状 の 隔 壁 を 形 成 した （図 3 (

4 ) 参 照 ） 。 隔 壁 の 膜 厚 は 1 . 0 m と した 。 隔 壁 側 面 3 b の 傾 斜 角 は 6

5 ° で あ っ た 。 隔 壁 頂 面 と 純 水 と の 接 触 角 は 7 5 ° 、 隔 壁 頂 面 と ァ ニ ソ 一 ル

と の 接 触 角 は 3 9 ° で あ っ た 。 ま た 第 1 電 極 （ I T O 薄 膜 ） 表 面 と 、 純 水 と

の 接 触 角 は 2 5 ° で あ っ た 。

[01 02] つ ぎ に 第 1 の 有 機 E L 層 と して 正 孔 注 入 層 を 形 成 した 。 ま ず オ ゾ ン 水 製 造

装 置 （ロ キ テ ク ノ 社 製 FA- 1 0 0 0 ZW 1 - 5 C) を 用 い て 、 基 板 表 面 を 才 ゾ

ン 水 （濃 度 ：10ppm 、 処 理 時 間 ：15分 ） で 洗 浄 した 。 こ の 洗 浄 に よ っ て 、 第 1

電 極 （ I T O 薄 膜 ） 表 面 と 純 水 と の 接 触 角 が 5 ° 以 下 に ま で 低 下 し、 第 1 電

極 （ I T O 薄 膜 ） 表 面 に 十 分 な 濡 れ 性 を 付 与 す る こ と が で き た 。 つ ぎ に イ ン

ク ジ ェ ッ ト装 置 （ULVAC社 製 L i t Lex142P) を 用 い て イ ン キ （固 形 分 濃 度 1 .

5 重 量 ％ の ポ リ （エ チ レ ン ジ 才 キ シ チ 才 フ ェ ン ） （PED0T) / ポ リ ス チ レ ン ス

ル ホ ン 酸 （PSS) 水 分 散 液 （バ イ エ ル 社 製 A I 4 0 8 3 ) ) を 、 各 凹 部 に 塗

布 した （図 4 ( 1 ) 参 照 ） 。 イ ン キ は 、 該 イ ン キ と の 接 触 角 の 大 き い 隔 壁 の

頂 面 に よ っ て 弾 か れ る た め 、 こ の 頂 面 を 伝 わ っ て 隣 の 領 域 に 溢 れ 出 る こ と が

防 が れ 、 凹 部 内 に 収 容 さ れ た 。 他 方 、 凹 部 に 収 容 さ れ た イ ン キ は 、 毛 細 管 現

象 に よ っ て 第 1 電 極 と 隔 壁 と が 接 す る 部 位 に 吸 い 込 ま れ る よ う に 充 填 さ れ 、

凹 部 内 に 均 一 に 広 が っ た 。 こ の 基 板 を 2 0 0 °C で 焼 成 す る こ と に よ り、 均 一



な 膜 厚 の 正 孔 注 入 層 （膜 厚 5 0 n m ) を 形 成 した （図 4 ( 2 ) 参 照 ） 。

[01 03] つ ぎ に 3 種 類 の 発 光 層 を 形 成 した 。 ま ず 赤 色 の 光 を 放 射 す る 高 分 子 発 光 材

料 1 を 、 そ の 濃 度 が 0 . 8 w t % と な る よ う に 有 機 溶 媒 に 混 合 して 、 赤 イ ン

キ を 調 製 した 。 同 様 に 、 緑 色 の 光 を 放 射 す る 高 分 子 発 光 材 料 2 を 、 そ の 濃 度

が 0 . 8 w t % と な る よ う に 有 機 溶 媒 に 混 合 して 、 緑 イ ン キ を 調 製 した 。 そ

して 青 色 の 光 を 放 射 す る 高 分 子 発 光 材 料 2 を 、 そ の 濃 度 が 0 . 8 w t % と な

る よ う に 有 機 溶 媒 に 混 合 して 、 青 イ ン キ を 調 製 した 。 こ れ ら 赤 、 緑 お よ び 青

イ ン キ を そ れ ぞ れ イ ン ク ジ ェ ッ ト装 置 （ULVAC社 製 L i t rex142P) を 用 い て 所

定 の 凹 部 内 に 塗 布 した 。 イ ン キ は 、 イ ン キ と の 接 触 角 の 大 き い 隔 壁 の 頂 面 に

よ つ て 弾 か れ る た め 、 こ の 頂 面 を 伝 わ つ て 隣 の 領 域 に 溢 れ 出 る こ と が 防 が れ

、 凹 部 内 に 収 容 さ れ た 。 他 方 、 凹 部 に 収 容 さ れ た イ ン キ は 、 毛 細 管 現 象 に よ

つ て 第 1 電 極 と 隔 壁 と が 接 す る 先 細 状 の 部 位 に 吸 い 込 ま れ る よ う に 充 填 さ れ

、 凹 部 内 に 均 一 に 広 が っ た 。 こ の 基 板 を 1 3 0 °C で 焼 成 す る こ と に よ り、 均

— な 膜 厚 の 発 光 層 （膜 厚 6 0 n m ) を 形 成 した （図 4 ( 3 ) 参 照 ） 。 な お 高

分 子 発 光 材 料 と して 、 た と え ば サ メ イ シ ヨ ン 製 の も の を 使 用 して 発 光 層 を 形

成 して も よ い 。

[01 04] つ ぎ に 、 上 記 発 光 層 の 上 に 、 C a 層 （2 0 n m ) 、 A I 層 （1 . 2 Ί )

を 真 空 蒸 着 法 に よ っ て 順 次 積 層 し、 第 2 電 極 （陰 極 ） を 形 成 した 。 そ の 後 、

封 止 基 板 を 貼 り合 せ て 、 有 機 E L 素 子 を 封 止 し、 表 示 装 置 を 作 製 した 。

[01 05] 膜 厚 が 1 . 2 の A I 層 を 形 成 す る こ と で 、 全 て の 有 機 E L 素 子 に 亘 っ

て 連 な る 第 2 電 極 （陰 極 ） を 形 成 す る こ と が で き た 。 作 製 した 表 示 装 置 は 、

有 機 E L 素 子 が 設 け ら れ た 全 発 光 領 域 内 に お い て 均 一 に 発 光 す る こ と が 確 認

さ れ た 。 ま た 有 機 E L 素 子 ご と の 発 光 に つ い て も 、 有 機 E L 素 子 内 に お い て

均 一 に 発 光 す る こ と が 確 認 さ れ た 。

[01 06] ( 比 較 例 1 )

A I 層 の 膜 厚 を 変 え た 以 外 は 、 実 施 例 1 と 同 様 に 表 示 装 置 を 作 製 した 。 本

比 較 例 1 で は 、 特 許 文 献 1 の 記 載 と 同 様 に 、 膜 厚 1 5 0 n m の A I 層 を 真 空

蒸 着 法 に よ っ て 積 層 した 。 形 成 さ れ た 第 2 電 極 （陰 極 ） は 隔 壁 の 端 部 で 切 断



さ れ て い る た め 、 複 数 の 有 機 E L 素 子 に 亘 つ て 連 な る 第 2 電 極 は 形 成 さ れ な

か っ た 。 そ の た め 各 有 機 E L 素 子 を 発 光 駆 動 す る こ と が で き な か っ た 。

(参 考 例 1 )

隔 壁 を 形 成 す る 際 に 使 用 す る 溶 液 に 、 撥 液 性 の 材 料 を 添 加 しな か っ た 以 外

は 、 実 施 例 1 と 同 様 に して 表 示 装 置 を 作 製 した 。 す な わ ち 、 撥 液 材 入 りの 感

光 性 樹 脂 溶 液 の 使 用 に 替 え て 、 ネ ガ 型 の 感 光 性 樹 脂 溶 液 （日本 ゼ オ ン株 式 会

社 製 ZPN2464) の み を 使 用 して 、 隔 壁 を 形 成 した 。 実 施 例 1 と 同 様 に イ ン ク ジ

エ ツ 卜装 置 （ULVAC社 製 L i t Lex142P) を 用 い て イ ン キ を 凹 部 に 供 給 した と こ

ろ、 隔 壁 の 頂 面 に イ ン キ が 濡 れ 拡 が り、 隣 の 領 域 に 供 給 さ れ た イ ン キ と 隔 壁

の 頂 面 に お い て 連 な る こ と が 一 部 で 確 認 さ れ た 。



請求の範囲

[ 請求項 1] 支持基板 と、

前記支持基板上 において予め設定される区画 を画成する隔壁 と、

前記隔壁 によって画成 される前記区画 にそれぞれ設 け られる複数の

有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子であ って、各有機 エ レク トロリレミ

ネ ッセ ンス素子は、 第 1 電極、有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ンス層、第

2 電極 が、支持基板側か らこの順で積層 されて構成 される、複数の有

機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子 と

を含み、

前記隔壁は、前記支持基板か ら離間するに したが って幅広 になるよ

うな形状 を有 し、

前記第 2 電極 は、隣 り合 う有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子の間

に介在する前記隔壁上 にまたが って形成 され、前記複数の有機 エ レク

トロル ミネ ッセ ンス素子に亘 つて連な つてお り、且つ前記第 2 電極 の

膜厚 は、前記隔壁の頂面 と、前記第 2 電極 および前記有機 エ レク ト口

ル ミネ ッセ ンス層の界面 との、支持基板の厚み方向における間隔よ り

も厚 い、表示装置。

[ 請求項2] 前記隔壁は、 その頂面 に比べて、 その側面が親液性である、請求項

1 記載の表示装置。

[ 請求項3] 支持基板 と、前記支持基板上 において予め設定される区画 を画成す

る隔壁 と、前記隔壁 によって画成 される前記区画 にそれぞれ設 け られ

る複数の有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子であ って、各有機 エ レク

トロル ミネ ッセ ンス素子は、第 1 電極、有機 エ レク ト口ル ミネ ッセ ン

ス層、第 2 電極 が支持基板側か らこの順で積層 されて構成 される複数

の有機 ェ レク ト口ル ミネ ッセ ンス素子 とを含む表示装置の製造方法で

あ って、

その上 に前記第 1 電極 が形成 された前記支持基板 を用意する工程 と



前記支持基板か ら離間するに したが って幅広 になる形状の前記隔壁

を形成する工程 と、

前記隔壁 によって画成 される前記区画のそれぞれに、前記有機 エ レ

ク トロル ミネ ッセ ンス層 を形成する工程 と、

隣 り合 う有機 ェ レク ト口ル ミネ ッセ ンス素子の間に介在する前記隔

壁上 にまたが って、前記複数の有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス素子に

亘 つて連なる前記第 2 電極 を形成する工程であ って、前記隔壁の頂面

と、前記第 2 電極 および前記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス層の界面

との、支持基板の厚み方向における間隔よ りも厚 い膜厚の前記第 2 電

極 を形成する工程 と、

を含む、表示装置の製造方法。

前記隔壁 を形成する工程が、感光性樹脂 を含むィンキを前記支持基

板上 に塗布 して隔壁形成用膜 を形成 し、前記隔壁形成用膜の所定の部

位 を露光 し、 さ らに現像 してなる、請求項 3 記載の表示装置の製造方

法。

前記有機 エ レク トロル ミネ ッセ ンス層 を形成する工程が、前記隔壁

によって画成 される前記区画のそれぞれに、有機 エ レク トロル ミネ ッ

セ ンス層 を形成するための材料 を含むィンキを供給 し、該インキを固

化 してなる、請求項 3 記載の表示装置の製造方法。

前記隔壁 を形成する工程では、 その頂面 に比べて、 その側面が親液

性である隔壁 を形成する、請求項 3 記載の表示装置の製造方法。

前記感光性樹脂 を含むインキは、撥液性の材料 を含む、請求項 4 記

載の表示装置の製造方法。
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